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１ 生成AI連携サービス for i サービス概要
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ベル・データでは、Microsoft Azure OpenAI Service*をビジネスで活用頂くための環境構築をご支援いたします。
創業以来培ってきたIBM i 環境の構築・運用ノウハウを基に、IBM i 内にあるデータの活用環境のご支援が可能です。

【構築支援内容】
• Azure環境の構築
• OpenAI環境とIBM i 接続環境（VPN接続）
• OpenAI環境への社内ドキュメント転送環境
• チャットインタフェースからIBM i や社内ドキュメントを活用できるアプリケーションの実装

【サービス機能】
• IBM i 環境でご利用頂けるテンプレートの提供

・お客様環境でIBM iデータ操作（SQL生成）テンプレート＆メニュー
・お客様のデータ操作から役に立つクエリーを保存し次回に活用できるナレッジ機能

・業務文書検索用のテンプレートの提供（業務文書を読み込ませる）
・文書検索メニュー（業務文書を読み込ませるサポート）

・生成AI for IBM iに関するQ&A技術支援サービス

【サポート】
• 生成AI連携サービス for i の活用をスタート頂くための伴走支援サービス
• 業務文書の活用のための伴走支援サービス

*Azure OpenAI Serviceとは、Microsoft社が提供する多様なクラウドサービスを利用できる「Microsoft Azure」において、OpenAI社が開発したGPT-4等の生成AIのモデルをAPI経
由で使用できる法人向けサービスです。

Azure OpenAI

IBM i
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２ 各種テンプレートおよび利用例
IBM i データ操作の業務テンプレート
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よく使う質問をメニュー
として登録可能



２ 各種テンプレートおよび利用例
IBM i データ操作の利用例

©2024 BELL DATA, Inc. 5

日本語で質問を入力
メニューからの選択

Or
自由入力による質問

チャットボットが回答

それに対して追加の質問
（情報）を入力

チャットボットが最終結果
を回答



２ 各種テンプレートおよび利用例
ナレッジの利用例
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データ操作業務の
知見を登録

（例）
「サービス提供先」は

社内システムの何の項目を意
味しているのか

次回の検索や他のメン
バーが検索をする際にAI

が参考にしてくれる



２ 各種テンプレートおよび利用例
業務テンプレート 社内文書の検索
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ITヘルプデスクや一般業務
（社内ドキュメント）で
よくある質問をメニュー

として登録



３ 利用ケース（1/4）
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利用ケース①
社内ドキュメント（規定、マニュアル等）のAIチャットボットによる回答

ポイント

従来のチャットボットサービスと異なり、 「質問と回答」を事前に作成しなくても、
社内ドキュメントをAIが読み込み、回答を生成し、回答してくれる。
⇒管理者が膨大な回答パターンや表記の揺れへの対応を考慮する必要がなく、手間なく運用できる

社内文書（就業規則のPDF）を元にしたQ/A 社内の文書
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３ 利用ケース（2/4）
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利用ケース②
社内文書を使ったマーケティング活用、キャッチコピーの生成と説明文の生成

ポイント

チラシや提案資料、イベント時のキャッチコピーなど、これまで担当者が１から案を創出していたケースなどAIが案を
複数用意してくれる。短文だけではなく、説明文も作成してくれるため、アイデアの拡張や業務の効率化を図ることが
できる。

社内文書（紹介資料のPDF）を元にしたQ/A 社内の文書
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３ 利用ケース（3/4）
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利用ケース③
社内ITヘルプデスクをAIチャットボットにて回答

ポイント

利用ケース①と同様に過去の対応履歴等がドキュメント化されていれば、管理者が膨大な回答パターンや表記の揺れへ
の対応を考慮する必要がなく、自動でヘルプデスク問合せを対応できるようになる

社内の文書社内文書（対応履歴）を元にしたQ/A
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３ 利用ケース（4/4）
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利用ケース④
SQL生成を活用したデータ抽出業務等の効率化

ポイント

IBM iのデータの日本語テーブル名、カラム名を使って自然言語でやり取りできるため、
SQLやシステムの知識がない人でも、欲しいデータをしたりできるようになる。

IBM iテーブルの操作（SQL生成） IBM iの日本語テーブル名や日本語カラム名の利用して
自然言語でやり取りできる

社員マスタ

受注見出しファイル
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４ 活用環境イメージ

※今後の予定や構想中の内容も含まれています。 12

AI
大規模言語モデル

LLM
(Azure OpenAI)

ユーザー・アプリ管理

管理情報
チャットログ

DB
(Azure Cosmos DB)

IBM i連携用
API Server

（ベル・データ開発）

AI
独自情報検索DB
(Azure AI Search)

Blobストレージ
（独自情報保管用）
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管理機能
（ベル・データ開発）

認証・権限管理
業務テンプレート管理

ナレッジ管理

ログイン・メニュー・チャットUI
（ベル・データ開発）

社内文書を元にQ/Aや要約
IBM iデータの操作

IBM i
VPN(ODBC)

自社内環境
（オンプレミス、クラウド等）

社内ドライブ
（企業の独自情報・文書）アップロード・コピー等

アプリの登録

ユーザーDB
(Microsoft Entra ID)

利用者
Webブラウザ

ユーザー登録
OAuth認証

SQL実行API

Webアプリケーション(Azure AppService)



5 各コンポーネントの役割
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コンポーネント 用途 利用ケース

利用者
（Webブラウザ）

利用者は自身の端末上のブラウザを介し接続し、事前に発行されたユーザーIDを使
用しログインする。チャットインターフェースを通してAIモデルに対し質疑応答を
行うことができる。

共通

Microsoft Entra ID
（ユーザーデータベース）

アプリケーションと連携し、利用者の認証を行う。利用者のユーザーIDとパスワー
ドを保管する。

共通

Azure AppService
（Webアプリケーション)

利用者の認証、質問の受け付け、ドキュメントDBの検索、生成AIへの入出力、利用
者への回答出力、質疑応答ログの記録を行う。

共通

Azure OpenAI
(AIモデル)

アプリケーションから入力される情報から回答(orSQL)を生成し返却する。 共通

Azure CosmosDB
(管理情報データベース)

アプリケーションの管理情報（ユーザー権限、対話履歴ログ、テンプレート情報, 

追加ナレッジ）を蓄積する。主に管理(Admin)UIを通し変更管理される。
共通

IBMi 連携用API Server

(APIサーバ)
アプリケーションから接続情報を受け取り、IBM iへSQLを発行する。

IBMi連携機能
利用ケース④

Azure AI Search
(ドキュメントデータベース)

企業独自情報（社内文書）をベクトル(数値化)変換し、蓄積する。アプリケーショ
ンからの情報検索要求を受け取り、結果を返却する。

社内文書連携機能
利用ケース①、②、③

Blobストレージ
(ドキュメント保管)

企業独自情報（社内文書）を保管する。(pdf,csv,txt, etc..)
社内文書連携機能
利用ケース①、②、③



6 導入スケジュール（例）
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Azure
環境構築

貴社作業 弊社作業協同作業

基盤構築作業

ご契約

サービス
イン

事前準備

テスト運用

ご発注

伴走支援 プロンプトチューニング・インデックス作成・Q&A支援等

テスト利用開始

N＋1月 N＋2月 N＋3月 N＋4月 N＋5月N月

【社内ドキュメントのAIチャットボットによる回答環境構築時の例】
導入STEPイメージ
①Azure環境構築
②ドキュメント登録
③テスト運用
④本番運用

VPN構築作業

ドキュメント登録
ドキュメント

登録

本番運用

業務担当者含めたテスト運用

本番運用開始

本番運用

N＋6月

アップロード
方法の設計

アップロード方法の
開発・構築

14



ありがとうございました。


